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１．業務概要
（1）調査の目的・業務フロー

P.1

︡ ḭ פּ 3.4km
וֹ ḭ ︡ לּ ḭ כֿ ḭPFIשּ

ךּ ḭ ḱ ṇ כֿלּ ︡ ךּ Ḯ

①地下鉄整備の基本計画
・地下鉄整備の目的・必要性
・ルート・駅位置の検討
・建設計画
・将来の需要予測

②地下鉄整備による効果・影響の検討
③事業の採算性の検討

（１）地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討

（２）地下鉄のPFI事業による整備・運営手法の検討

①PFI事業のメリットと関連法令等の整理

②事業スキームの検討
③収支の前提条件の整理

④事業の採算性の検討

泉中央駅
～

明石台地区

富谷市の交通体系の将来像

出典：富谷市都市・地域総合交通戦略(基本計画)



2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（1）地下鉄整備の目的・必要性
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ẇ ệ ṇ ṇ ḭ ḱ ḱ ךּףּ
צּ אל ךּ Ḯ

ẇ וֹףּ 96,200 ḭֿכ לּ 8,000 ẑּצ ︡ ךּ Ḯ
ẇ ṕ2040 Ṗ 6,000 נּ ףּ ḭ ךּףּ
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資料：第５回仙台都市圏PT調査

図 地域間現況需要

ḱ
ḱ
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図 現況と将来の需要差（将来－現況）

資料：R2富谷市基幹軸新交通システム導入可能性調査業務委託

ἳ
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図 地域間現況需要（2017年）
図 現況と将来の需要差（将来:2040年－現況:2017年）
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（1）地下鉄整備の目的・必要性
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図 混雑度図

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
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資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査



2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（1）地下鉄整備の目的・必要性

P.4

図 富谷市の新たな交通システムの基本要件

出典：富谷市都市・地域総合交通戦略(基本計画)
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（2）ルート・駅位置の検討
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（2）ルート・駅位置の検討
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（2）ルート・駅位置の検討
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（2）ルート・駅位置の検討
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（2）ルート・駅位置の検討
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（2）ルート・駅位置の検討
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４．建設計画
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（3）建設計画
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（3）建設計画
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（3）建設計画
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（3）建設計画

P.14



ṨA ṨB ṨC

ṇ
ẓ ẓ ẓ

ṕ Ṗ ẓ
ẓ 6 ẓ ẓ

ṕ Ṗ ẓ
ẓ 7 ẓ ẓ

ṕ Ṗ ẓ

ṕ Ṗ
2.9
ṕ 2.6km לּ ḭ 0.4km Ṗ

2.9
ṕ 2.6km לּ ḭ
0.45km Ṗ

3.1
ṕ 2.8km לּ ḭ 0.3km Ṗ

2.6km ú33 /km ú1.1ὀ94 2.6km ú33 /km ú1.1ὀ94 2.8km ú33 /km ú1.1ὀ102

2 ú60 / ú1.1ὀ132 2 ú60 / ú1.1ὀ132 2 ú60 / ú1.1ὀ132

226 226 234

226 ú5Ṿὀ11 226 ú5Ṿὀ11 234 ú5Ṿὀ12

226 ú10Ṿὀ23 226 ú10Ṿὀ23 234 ú10Ṿὀ23

226 ú20Ṿὀ45 226 ú20Ṿὀ45 234 ú20Ṿὀ47

79 79 82

250m ú11mú21.8

/mÝú1.2ú0.3ὀ2.2
150m ú11mú9.9

/mÝú1.2ú0.3ὀ0.6
ṧ Ṭ2.8

200m ú11mú21.8

/mÝú1.2ú0.3ὀ1.7
250m ú11mú9.9

/mÝú1.2ú0.3ὀ1.0
ṧ Ṭ2.7

0mú11mú21.8 /mÝú1.2ú0.3ὀỂ

300m ú11mú9.9

/mÝú1.2ú0.3ὀ1.2
ṧ Ṭ1.2

308 308 317

Ṇ ṕ 1 Ṗ

2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（3）建設計画
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（3）建設計画
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（3）建設計画
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（3）建設計画
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（４）将来の需要予測（フロー図）

P.19

ẇ לּ ︣ ḭ ṇ Ḯלּ OD
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発生・集中量
（原単位法）

分布交通量
（現在パターン法）

機関分担交通量
（ロジットモデル）

配分交通量
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H29仙台PT現況OD ゾーン別発生量

集中トリップ割合 将来OD表
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実
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年
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実
施

現況手段別OD
（PTOD）

移動手段別のサービスレベル
（所要時間、料金）

将来手段別OD表

パラメータ推定
（独自設定）

将来自動車
OD表

路線別
交通量

センサス将来OD
に変化を反映

(乗用車ODに反映)

インプットデータ アウトプットデータ

将来自動車OD表
（H42センサスOD）

将来道路網
（H42センサスOD）

機関分担
計算

将来鉄道
OD表
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OD表

配分
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2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（４）将来の需要予測（予測条件）

P.20

ẇ טּ ḭ טּ 2040 ṕ 22 Ṗ ︡ḭ PT
ṇ פּ ︡ Ḯ

ẇ ︣ ḭ אל ḭ ḭ
︣ ︣ Ḯ3 ︣ ︣ Ḯ
כֿ ṇ ḭ ḭ ḭ ḭ ḭ ḭ ḭ ︣

Ḯלּ

予測条件

予測年次（開業想定年次） 2040年（令和22年）

夜間人口 第5回仙台都市圏パーソントリップ調査の
将来人口フレーム
（富谷市：5.8万人、仙台市：104.2万人）

資料）第5回仙台都市圏パーソントリップ調査の将来人口フレーム

ṇ ḭ
ṇ ṕ ṇ
Ṗ ︡ ︣ Ḯ

ḭ ḱ ḭ ḭ
ṕ Ṗ 3
︣ Ḯ

凡例
パラメータ
推定対象範囲

その他ゾーン

ḭ ḭ
︣
︡ Ḯ

ḭ ḭ
ḭ ḭ ḭ
ḭ ḭ
ṇ ︣ Ḯ現況2017年

（万人）

将来2040年

（万人）

増減量

（万人）
増減率

仙台市 108.6 104.2 -4.4 -4%

塩竈市 5.3 3.9 -1.4 -27%

名取市 7.8 7.9 0.1 1%

多賀城市 6.2 4.9 -1.3 -21%

岩沼市 4.5 3.9 -0.5 -12%

富谷市 5.2 5.8 0.6 11%

大河原町 2.4 2.1 -0.3 -11%

村田町 1.1 0.8 -0.3 -28%

柴田町 3.9 3.3 -0.6 -15%

川崎町 0.9 0.6 -0.3 -34%

亘理町 3.3 2.5 -0.9 -26%

山元町 1.2 0.8 -0.4 -35%

松島町 1.4 1.0 -0.5 -32%

七ヶ浜町 1.8 1.3 -0.5 -28%

利府町 3.6 3.6 0.1 1%

大和町 2.9 2.6 -0.3 -9%

大郷町 0.8 0.6 -0.2 -31%

大衡村 0.6 0.5 -0.1 -22%

都市圏計 161.6 150.3 -11.3 -7%



選択肢 説明変数 内容

徒歩 所要時間 発着ゾーン/駅間の徒歩時間

自転車 所要時間 発着ゾーン/駅間の自転車時間

所要時間 バス停までの時間＋乗車時間+バス停からの時間

待ち時間 バス停での待ち時間

運賃 普通料金

所要時間 発着ゾーン/駅間の自動車走行時間

駐車料金 発着ゾーン別月極駐車料金（鉄道駅に駐車場がある場合）

自動車（同乗） 所要時間 発着ゾーン/駅間の自動車走行時間

バス

自動車（運転）

選択肢 説明変数 内容

徒歩 所要時間 ゾーン間の徒歩時間

自転車 所要時間 ゾーン間の自転車時間

所要時間 ゾーン間の自動車走行時間

駐車料金 着ゾーン別駐車料金（鉄道駅に駐車場がある場合）

自動車（同乗） 所要時間 ゾーン間の自動車走行時間

所要時間 バス停までの時間＋乗車時間+バス停からの時間

待ち時間 バス停での待ち時間

運賃 普通料金

所要時間 乗車時間

待ち時間 鉄道駅での待ち時間

運賃 普通料金

乗り換え有無 乗り換えの有無

端末ログサム 端末手段の合成効用値

自動車（運転）

バス

鉄道

2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（４）将来の需要予測（機関分担モデルの構築）

P.21

●機関分担モデルは代表交通手段と端末交通手段を分けたモデル構造（ネスティッドロジットモデル）としている。
説明変数としては下表に示す地域間の所要時間、料金、乗換回数などの『移動手段別のサービスレベル』とした。

鉄道 バス 自動車 自転車 徒歩

バス 自動車 自転車 徒歩

῟ ʿὠὭ ‍ɇὼ

ᶎ ʿὖὭ
Ὡὼὴὠ

ВὩὼὴὠ

ὴ： iṕ Ṗ
ὠ： iṕ Ṗ
‍： kṕ Ṗ
ὼ： iṕ Ṗ k

Ẍ

ｐ端末バス ｐ端末自動車 ｐ端末自転車 ｐ端末徒歩

ｐ鉄道 ｐバス ｐ自動車 ｐ自転車 ｐ徒歩

■代表交通手段の説明変数 ■端末交通手段の説明変数



2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（４）将来の需要予測（需要予測結果）
ẇ ṕ Ṍ ṕּך￼ פּ ︣ ṖṖ

ṕ 9,000 ṕ פּ ṖṖ ︡ḭ
︡ḭ ṇ ︡ ṡ Ṣ ṡ Ṣ Ḯ

Ẍ

Ḳ14 ,900 Ḳ14 ,000

P.22

ü ḭ ךּ אל︣ ︣
(PT ṇ )

ü ṕ15 ṕ1 4 Ṗ Ḯ 7.5 Ṗ
ü ṕ 4 Ṗ
ü ḭ
ü P&R ṕ Ṗ

Ẍ ︡ ṇ



2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（５）地下鉄整備による効果・影響の検討

1Ṗ

P.23

ü

ü ￼וֹ ḱ ḱ צּ

ü

ἲ
ṕ Ḳ ḭ ỄỂ ḭ Ḳ Ỉ ḭểỆ Ṗ

ἲ
ṕ Ḳ ḭ + ễệ ḭ

Ḳ Ễể ḭểỆ Ṗ

ἲ
ṕ Ḳ ḭ ỄỊ ḭ

Ḳ ḭ + ểỆ ḭểỆ Ṗ

１４分
短縮 中間駅



2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（５）地下鉄整備による効果・影響の検討

2Ṗ

P.24

ü

צּ קּ כֿ ḭ ḭ
צּ קּ Ḯ

ἲ
ṕ Ḳ ḭ ểỄ ḭ Ḳ Ệ ḭỊ Ṗ

ἲ
ṕ Ḳ ḭ + Ễỉ ḭ

Ḳ ểị ḭỊ Ṗ

ḭ ḱ קּ ︣ ḭṡ ḱ ḱ
Ṣּפ 13,900 צּ ḱ ︡ ךּ ︡ḭ פּ

ṡ ḱ ḱ Ṣ ḱ 12,300 טּצּ ḭ
פּ קּ Ḯ

中間駅

８分
短縮

１４分
短縮



2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（５）地下鉄整備による効果・影響の検討

3Ṗ

P.25

ễỂ ệ אל ṡ ḭ ṕ ṇ ṖṢ ḭ
ḱ צּ ךּ ךּףּ ḭ ḱ ︣ צּ אל ḭ ︣ קּ ︡

ṡ Ṣּצ אל ךּ Ḯ
ḭ Ễ ỉ אל ṡ ệ ṇ וֹףּ Ṣ ḭ צּ

︣ ḭ ︡ ṡ Ṣ ︡ḭ ễ ḱ
בֿ ףּ ḭ פּ ḭֿכ ︣ כֿ

צּ אל Ḯ

ṥ 1Ḳ וֹףּ Ṧ
ḭ ḭ ḭצּ ︢ ḭךּ ḭשּ
︡ ︣

ḱ צּ אל ḭ ḱ ḱ צּ ︣ כֿ ḭ ḱ כֿ︣
צּ קּ Ḯ

ṥ 2Ḳ Ṧ
ךּ ḭנּ וֹ ︣ ḭ טּ ︣

ḱ ḱ Ṅ נּ צּ אל ḭ כֿ Ṅ ︡ שּ︣
כֿ ḭ צּ אל ḭ צּ Ḯ

ṥ 3Ḳ Ṧ
ṇ צּ ḭשּ ךּ︡אל ︣

ḱ ￼ ךּאל ḭ ḭ
צּ אל Ḯ



2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（５）地下鉄整備による効果・影響の検討

P.26

ỆṖ ḭ

לּ
ṕ Ṍ צּ ễṾ Ṗ
ἲ 4 ḭ ḭ Ṍ

צּ קּ Ḯ

ṇ וֹףּ
ἲ ṇ ḭ
ךּףּ ḭ ṇ

צּ ףּ ḭ
ḭ ︡

צּ קּ Ḯ

ἲ
צּ שּ

כֿ צּ אל ḭ צּ
קּ Ḯ



2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（６）事業の採算性の検討

P.27

表 運賃収入の整理結果

※デフレーター、割引率は考慮していない
※富谷市の人口の伸びは第5回仙台都市圏パーソントリップ調査（58,000人（2040年））及び第二次富谷市人口ビジョン（60,000人（2055年））より設定

1）地下鉄整備による運賃収入

ᾁ Ͼ˔І
֫ ˢᴑדˣ

開業初年 30年間収入 50年間収入

通算運賃 5.7億円 180.8億円 298.5億円

加算運賃 11.1億円 353.2億円 583.1億円

ẇ ︡ פּ ︣ ףּ Ḯ
ẇ30 50 ṕ2040 Ṗ ︢ צּ ︣

︡ בֿ Ḯ

整備区間の運賃収入の
対象となる移動

運賃設定

明石台駅、中間駅で乗車または
降車する移動

■通算運賃：既存の仙台市地下鉄と同一の運賃体系（3kmごとの対キロ区間制の運賃）
■加算運賃：仙台市地下鉄の運賃体系に初乗り相当の210円を加算した運賃体系

表 運賃設定



2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（６）事業の採算性の検討

P.28

ẇ 2 ṇ ךּ ︡ Ḯ
ṕ ṇ ḭ ךּ ṕ 4 ṇ ṖṖ

ẇ ḭףּ ︡ 1 ︡ ךּ Ḯ

ᾁ Ͼ˔І
Ὧ

総事業費 利子率 事業期間 投資パターン 運行経費

①308億円(中間1駅) 308億円 1％
（県債30年償還）

2035～2039年(5年) 15％、25％、25％、25％、10％ 4.1億円/年
②405億円(中間2駅) 405億円

■収支検討ケース

２）収支検討に関する検討ケース及び設定条件



2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（６）事業の採算性の検討

P.29

【算定条件】
■総事業費：308億円（Ａ又はＢルート）、地下高速鉄道整備事業費補助金を適用
■利子率：1％
■建設期間：2035年～2039年（５年間）
■年次別事業費：５か年に割振り（15％、25％、25％、25％、10％）
■運行経費：4.1億円/年（富谷市都市・地域総合交通戦略の額を基に運行計画を見直し）

■通算運賃による累積資金収支の推移 ■加算運賃による累積資金収支の推移

ẇ אל 30 ṕ2069 Ṗ ḭ ḭצּךּ︡ ḭ
30 ṕ2069 Ṗ צּ Ḯ

３）累積資金収支黒字転換年の検討結果 ① ～事業費308億円～



2.地下鉄整備の基本計画及び採算性の検討
（６）事業の採算性の検討

P.30

【算定条件】
■総事業費：405億円（Cルート(中間2駅)）、地下高速鉄道整備事業費補助金を適用
■利子率：1％
■建設期間：2035年～2039年（５年間）
■年次別事業費：５か年に割振り（15％、25％、25％、25％、10％）
■運行経費：4.1億円/年（富谷市都市・地域総合交通戦略の額を基に運行計画を見直し）

ẇ אל 30 ṕ2069 Ṗ ḭ ḭצּךּ︡ ḭ
40 ṕ2079 Ṗ צּ ḭ ︡ ךּ ṡךּ Ṣ
︣ כֿ ḭ צּ︡ נּ Ḯ

■通算運賃による累積資金収支の推移 ■加算運賃による累積資金収支の推移

３）累積資金収支黒字転換年の検討結果 ② ～事業費405億円～



3．地下鉄のPFI事業による整備・運営手法の検討
（1）PFI事業のメリットと関係法令等の整理①PFI事業のメリットの整理

P.31

ẇPFI ḭ Ệ צּ אל Ḯ

ḱḱḱ כֿלּ ḭ קּ נּ כֿ צּ צּ
ṇ
ḱḱḱ כֿלּ צּ שּקּ ḭ ṇ צּ

ḱ
ḱḱḱ כֿלּ צּ שּקּ ḭ צּ

ḱḱḱ שּ ṇ ṇ צּ אל ḭ
צּ ḭ ︣ כֿ צּ

図 事業手法（スキーム）の比較（1/2）

꜠ PFI ꜠

ⱧỘІϺ˔Э

ϱЮ˔Ѕ



3．地下鉄のPFI事業による整備・運営手法の検討
（1）PFI事業のメリットと関係法令等の整理①PFI事業のメリットの整理

P.32

図 事業手法（スキーム）の比較（2/2）

ṕ Ṗ
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3．地下鉄のPFI事業による整備・運営手法の検討
（１）PFI事業のメリットと関係法令等の整理②事業方式の検討

P.33

ẇBTO ︣ ︡ḭBOT ḭ ḱ
︣ ךּ Ḯ

ẇBTO ḭ צּ ︡ ךּ צּ ︡ שּ︣ אל Ḯ
ẇBOT ḭ צּ ḱ ︣ ḭ ︡ צּךּ︣
שּ כֿ צּ אל Ḯ

図 PFI事業方式の比較
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3．地下鉄のPFI事業による整備・運営手法の検討
（１）PFI事業のメリットと関係法令等の整理③関係法令、技術基準等の整理

P.34

ẇPFI ḭ ḭ ︣ ףּ Ḯ
ẑ ṇ ṇ

表 PFI事業の関係法令、基本方針、ガイドライン

1ṖPFI

︣ ṕ Ṗ ễỂ ỈỂ

︣ ṕ Ṗ ễỂ ỄỄệ

︣ ṕ Ṗ ễỂ ỆỊ

ṕ Ṗ Ễễ ểỉỉ

ṕ Ṗ ểỄ ễỂễ

ṕ Ṗ Ễệ ỄệỈ

ṕ Ṗ Ễệ ệỉ

ṕ Ṗ ỄỈ ỄệỆ

2Ṗ

︣ ︣ ṕ ễỂ ểỂ Ễễ Ṗ

3Ṗ

PFI ︣ ṕ ễ Ỉ ểỊ Ṗ

PFI וֹףּ ︣ ṕ ễ Ỉ ểỊ Ṗ

VFMṕValue For Money Ṗ ︣ ṕ ễỂ ểỂ Ễễ Ṗ

︣ ṕ ễ Ỉ ểỊ Ṗ

︣ ṕ ễỂ ểỂ Ễễ Ṗ

︣ ṕ ễ Ỉ ểỊ Ṗ



ẇ ḱ ṇ ḭ ṣ Ṥ ṣ Ṥ ḭנּ PFI ḱ
ךּ Ḯ

ẇ ḭ ךּ ḭ צּ ṣ Ṥ ︡ Ḯ

3．地下鉄のPFI事業による整備・運営手法の検討
（２）事業スキームの検討

P.35

PFI
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ḱ ḭ
צּ ︡ ךּ

ḱ צּ ךּאל
ḱ ḭ צּ
︣
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図 事業スキーム



3．地下鉄のPFI事業による整備・運営手法の検討
（３）収支の前提条件の整理

P.36

ᾁ Ͼ˔І
ⱧỘּי ˢᴑדˣ

開業初年 30年間 50年間

通算運賃 6.0億円 183.7億円 307.3億円

加算運賃 11.7億円 358.8億円 600.2億円

表 事業者収入の整理結果

※デフレーター、割引率は考慮していない
※富谷市の人口の伸びは第5回仙台都市圏パーソントリップ調査（58,000人（2040年））及び第二次富谷市人口ビジョン（60,000人（2055年））より設定

ểṖ
ẇ ḭ פּ ḭנּ ︡ 5Ṿ Ḯֿכ

︣ ףּ Ḯ
ẇ30 50 ṕ2040Ṗ ︢ צּ ︣

︡ בֿ Ḯ



3．地下鉄のPFI事業による整備・運営手法の検討
（４）事業の採算性の検討

P.37

■通算運賃による累積資金収支の推移 ■加算運賃による累積資金収支の推移

【算定条件】
■総事業費：308億円（Ａ又はＢルート）、地下高速鉄道整備事業費補助金を適用
■利子率：1％
■建設期間：2035年～2039年（５年間）
■年次別事業費：５か年に割振り（15％、25％、25％、25％、10％）
■運行経費：4.1億円/年（富谷市都市・地域総合交通戦略の額を基に運行計画を見直し）

ṥ Ṍ 308 ṌṦ
ẇ אל 30 ṕ2069 Ṗ ḭ ḭצּךּ︡

28 ṕ2067 Ṗ צּ Ḯ



3．地下鉄のPFI事業による整備・運営手法の検討
（４）事業の採算性の検討

P.38

■通算運賃による累積資金収支の推移 ■加算運賃による累積資金収支の推移

【算定条件】
■総事業費：405億円（Ａ又はＢルート）、地下高速鉄道整備事業費補助金を適用
■利子率：1％
■建設期間：2035年～2039年（５年間）
■年次別事業費：５か年に割振り（15％、25％、25％、25％、10％）
■運行経費：4.1億円/年（富谷市都市・地域総合交通戦略の額を基に運行計画を見直し）

ṥ Ṍ 405 ṌṦ
ẇ אל 30 ṕ2069 Ṗ ḭ ḭצּךּ︡

37 ṕ2076 Ṗ צּ ḭ ︡ ךּ ṡךּ Ṣ
︣ כֿ ḭ צּ︡ נּ Ḯ



Value For Moneyṕ ṡ VFM ṢṖ ḭ ︡ טּ ṇ ︣ לּךּ נּ
ךּ ḭ PFI ︣ Ḯ VFM ︣ ḭ ṕ

צּ ︣ Ṗ ṕPublic Sector Comparator ḭ ṡ PSC ṢṖ PFI ︣
ṕPFI-Life Cycle Cost ḭ ṡ PFI-LCC ṢṖ צּ ḭ PFI LCCּצPSC PFI

VFMּטּצ כֿלּךּ Ḯ

Ḳ 29 4 ḭ ṡVFM Ṣ

3．地下鉄のPFI事業による整備・運営手法の検討
（４）事業の採算性の検討 【事業スキーム毎のVFMの算定】

ẐVFM נּ

P.39

ẇVFM ︡ Ḯ

ḱVFM
ḱVFM
ṕ 29 4 ḭ Ṗ
https : //www .mlit .go.jp/sogoseisaku/kanminrenkei/sosei_kanminrenkei_fr 1_000053 .html

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/kanminrenkei/sosei_kanminrenkei_fr1_000053.html


PFI VFM Ḯ

3．地下鉄のPFI事業による整備・運営手法の検討
（４）事業の採算性の検討 【事業スキーム毎のVFMの算定】

P.40

項目 従来方式 PFI方式 備考

維持管理・運営期間 30年 30年

建設費 ３０，８００百万円 ２７，７２０百万円PFI方式の削減率は１０％

運営費 ４１０百万円 ３８１百万円PFI方式の削減率は７％

SPC設立費用 － ２０百万円

アドバイザリー費用等 － ４０百万円

収入 運賃収入（加算運賃）
１，１１０百万円

運賃収入（加算運賃）
１，１１０百万円

運賃外収入
５６百万円

運賃外収入は運賃収入の５％



VFM ףּ טּ ḭ צּ ︣ PFI ︣
︣ ḭBTO PFI 17 .2ṾḭBOT PFI

10 .1Ṿ VFMּצ Ḯ

ẐVFM

3．地下鉄のPFI事業による整備・運営手法の検討
（４）事業の採算性の検討 【事業スキーム毎のVFMの算定】

P.41

BTO BOT

ṥAṦPSC
( )

9,229,543 9,229,543

ṥBṦPFI-LCC
(PFI ︣ )

7,639,928 8,298,474

ṥCṦVFM
ṥA-BṦ

1,589,615 931,069

VFM(%)
ṥC/A ẁ 100Ṧ

17.2% 10.1%

Ḳ



¸ ḭ ḭPFI
ḱ Ḯ

¸ ךּ קּ טּ ḭ 308
ךּףּ ḭ צּ קּ 30

צּ ḭ צּ︡ Ḯ

¸ ךּ ḭ ︣ כֿ ︡ ךּ
Ḯ ḭ ︢ צּ ︣
טּצּ ḭ צּ טּ Ḯ

¸ ṇ ךּ ḭ ︡ ךּ ḭֿכ צּ
אל Ḯךּ ︡ צּ ḭאל

שּךּ טּצּ Ḯ
¸ PFI ḱ ךּ ḭ וֹףּ PFI צּ ךּ ḭ

︡ צּ טּ Ḯ

4. まとめと今後の課題 P.42


